
 

令和５年度 学校評価報告書（実施結果） 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月６日実施） 

総合評価（３月 29日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①SSH の取組を充

実させ、文理に関

わらない問題解決

能力の育成を図

る。 

②令和４年度から

年次進行で始まる

新教育課程に向け

て、生徒に最適な

教育課程の編成を

行う。 

①ICT を活用して学

習内容の質を高め

るとともに、SSH の

取り組みにより、

発展的な学習を目

指す。 

②新教育課程の実

施に当たり、すべ

ての教員が「指導

と評価の一体化」

に関する理解を深

め、主体的・対話

的で深い学びの視

点からの授業改善

に努める。 

 

①各教科で、授業改

善に取り組み、ICTを

効果的に活用した学

習成果を共有して活

用する。 
②定期試験の作問の

際の担当者ごとの検

討、また評価方法の

検討・職員研修等を

通じて、授業の改

善・評価の改善につ

いて共通理解を図

り、指導の改善に繋

げていく。 

 

①ICT を活用して授

業内容の理解を深め

ることができたか。

教科内で学習の効

果・成果を共有でき

たか。教科をこえて

学習効果・成果を共

有できたか。 

②学習評価の改善に

より組織的に取り組

めたか。「指導と評

価の一体化」をふま

えて授業改善・評価

の改善ができたか。 

①授業改善に取り組

み、ICT を効果的に

活用した学習成果を

共有して活用するこ

とができた。 

②定期試験の作問の

際の担当者ごとの検

討、また評価方法の

検討ができた。 

・職員研修等を通じ

て、授業の改善・評

価の改善について共

通理解を図り、指導

の改善に繋げていく

ことができた。 

①ICT の効果的な活

用については、教科

ごとの学習成果、共

有に関しては進捗が

見られるが、教科を

越えての活用や検討

までははかどらなか

ったので、今後研修

等を通じて広げてい

きたい。 

②上記①と同様に定

期試験の改善、共有

についても、教科を

こえて共通理解・改

善をしていきたい。 

①SSH の探究的な学びを
活用して大学への進学を
総合型選抜などで考える
生徒の割合を増やしても
らいたい。 
 
①ICT を活用して学習内容
の質を向上させているこ
とは評価できる。さら
に、ICT 利活用のテストな
どを行い、発展的な学習
を目指してもらいたい。 
 

①SSH の探究的な学びでは、ほ
とんどの生徒が活発な研究活動
していた。大学からの評価者の
講評を省みても生徒の活動は高
校生としては、高レベルな活動
という評価を得られた。これま
での成果を大切にして将来的に
進学する大学での研究テーマに
つなげられるよう、より深い学
びと興味を生徒に植えつけられ
るように内容の掘り下げと適切
な支援を目指したい。 
①ICT 活用のテストなどを行
い、発展的な学習を目指してい
きたい。合わせて新しい評価方
法についての理解を深めるため
に研修会などを通じて全体で共
有するように努めたい。 

①探究活動では、他校・大学等
で行われている様々な取り組み
事例を共有し、職員で協力して
研修会等を活かし、生徒の研究
活動の深化、深い理解と継続性
を支援できるようにしたい。 
②新学習指導に伴う授業・評価
方法の改善に伴って、ICT 活用
のさらなる情報共有を図るとと
もに、研修会を通じてより職員
間の協力と理解を深めるよう努
めたい。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①生徒主体の生
徒会活動を継続
し、社会に貢献
できる人材の育
成を図る。 
②前４年間で構
築した教育相談
体制をさらに発
展させる。 
 

①コロナ禍で縮
小した行事や生
徒会活動の復元
と見直しを図
る。生徒の主体
的な活動をサポ
ートする。 
②支援が必要な
生徒の情報を職
員全体で共有
し、すべての生
徒が健康で安全
な学校生活が送
れる体制を整え
る。 

①感染に対する動
向に的確に対応で
きるよう組織的に
取り組み、職員
間、生徒間で十分
に協議し安全な行
事運営を心掛け
る。 
②支援の必要な生
徒の情報を常に共
有し、全職員で対
応できる体制を整
える。 

①健康的で安全
な行事が実施さ
れたか。生徒の
主体性を支援す
ることができた
か。 
②一人の生徒に
対し多くの職員
がかかわること
によって、問題
を抱える生徒の
課題解決を支援
することができ
たか。 

①コロナが 5 類に移

行し、学校生活の制

限が大幅に減少した

ため、以前のような

活気ある生徒の主体

的な活動が再開され

た。 

②年間に面談週間を

位置づけ、担任に関

わらず多くの職員が

生徒と向かい合っ

た。情報を共有し合

いそれぞれの生徒の

課題解決を支援し

た。 

①学校行事の規模や

内容を単純に以前に

戻すだけでなく、企

画や運営を見直す良

い機会としたい。地

域や職員全体から歓

迎される行事を運営

するよう支援した

い。 

②年を追うごとに登

校できない生徒が増

えており、より一

層、丁寧な家庭との

連携を図る必要があ

る。 

②特別指導などに対し
て、全職員で対応できる
体制を整えてもらいた
い。また、その行為がな
ぜ特別指導になるのかな
ど身近でタイムリーな話
題をSSHの時間に生徒たち
に考えさせることも有効
ではないか。 

①感染症前のような生徒が主体
となった活発な行事が展開され
た。その反面、自分達だけが楽
しめれば良いという傾向が強ま
って、係の生徒・参加する生
徒・来校者・職員の間で企画や
運営について温度差が目立っ
た。 
②登校について支援が必要な生
徒に対して十分な対応ができ
た。一方で特別指導案件が増加
しており、日々の生活指導や特
別指導への対応について、全職
員での共通認識を図ることが課
題となった。 

①時代の流れや、地域の特性な
ども十分に加味し、行事の企画
をさせたい。生徒の意向をくみ
取りながら、実施できることと
できないことを理解させ、学校
関係者、地域住民にも歓迎され
る運営を目指したい。 
②特別指導になる生活行動につ
いてホームページや関係プリン
ト配布によって生徒に周知す
る。職員に対しては年度初めに
特別指導案件が発生した際の行
動をマニュアル化し、職員によ
って対応の違いが出ないように
徹底する。 

３ 進路指導・支援 

①学習活動や
SSH の取組をリ
ンクさせ、大学
入学者選抜改革
に対応した進路
支援体制を構築
する。 
②自分の将来を
見据え、妥協の
ない進路選択が
できるよう、個
別指導を充実す
る。 

①生徒の個々の
目標に応じた進
路指導を実現す
るための、サポ
ート体制を構築
する。 
②変わりつつあ
る大学入学者選
抜制度に、対応
できる体制を実
現する。 

①模擬試験の結果
の分析方法、適切
なアドバイスを教
員１人１人ができ
るよう、その方法
を共有するための
勉強会・研究会を
充実させる。 
②大学説明会での
情報を共有する体
制を作るととも
に、教員自身が情
報の発信者となれ
るよう、ガイドラ
インを整える。 

①各種模擬試験
が提供している
分 析 シ ス テ ム
を、各教員が使
いこなし、面談
等に活用できた
か。 
②大学説明会の
内容を、キャリ
ア支援Gの教員以
外でも発信する
こ と が で き た
か。 

①生徒の模試の結果

を分析するツールの

使用方法を共有する

ことで、各担任の先

生方が面談等で生徒

に的確にアドバイス

することができた。

②キャリア支援グル

ープ以外の先生方に

も大学別説明会に参

加していただき、入

試方式等について知

る機会が増えた。 

３年間の進路指導の

見通しが立てられな

いという悩みが先生

方から多かった。情

報共有がしっかりな

されていないことが

原因。学年ごとの進

路指導ではなく、全

員が足並みをそろえ

た状態で３年間の指

導にあたる必要があ

る。そのために、キ

ャリア支援グループ

からビジョンを提示

する必要がある。 

①大学に入学することだ
けを目標とした進路指導
ではなく、生徒の個々の
進路目標を見据えた進路
指導をお願いしたい。ま
た、1 年生のうちから「社
会では何が求められてい
るのか」等も教えてもら
いたい。 
 
①研修会等を開いて、模
擬試験の結果を分析する
能力の向上を図り、実際
の進路指導に活かし、生
徒に適切なアドバイスが
出来るよう研鑽に努めら
れたい。 

①研修会の開催により、本校生
徒の学力面での強みと弱点を共
有するとともに、本校生徒が望
んでいる大学、またそのレベル
について共有することができ
た。 
 
②将来の展望や大学での学問に
注目せず、ネームバリューや通
いやすさ、過去の先輩の進学先
などで大学選択をしている生徒
がまだ一定数いる。進学先で将
来の展望を持って学習に取り組
めるよう、工夫する必要があ
る。 

①引き続き研修会を開催すると
ともに、研修会の内容を踏まえ
た教科会等が開催できるような
雰囲気作りを心掛ける。 
 
②１年次から大学見学や模擬講
義などを積極的に実施すること
により、自分の将来の目標や極
めたい学問について考える機会
を設ける。 
 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月６日実施） 

総合評価（３月 29日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

４ 地域等との協働 

①家庭や地域、
同窓会等の協働
を進め、開かれ
た学校作りの更
なる発展を進め
る。 
②SSH の活動に
おいて他の教育
機関や地域との
連携を進め、コ
ンソーシアムの
構築を進める。 

①若い世代に共
感されるような
同窓会の活動の
実現に、同窓会
と協働して取り
組む。また、家
庭や地域に開か
れた学校づくり
の実績を着実に
積み重ねてい
く。 
②SSH 指定Ⅱ期
１年目の取組に
ついて、地域社
会等にＰＲして
いく。 

①同窓会活動への
理解を深めるため
に協働して活動の
改善点を検討して
いく。 
②学校ホームペー
ジ、学校説明会、
文化祭及び地域貢
献デーなどの行事
を通じて、地域の
小中学校と連携し
た実績や SSH の取
組について発信す
る。 

①同窓会との相
互理解を通じた
改善点の共有が
できたか。 
②学校行事にお
ける情報発信の
実績と、地域の
小中学生との連
携実績及び、SSH
の活動状況をホ
ームページに掲
載した記事数。 

①学校説明会では、

生徒会による説明に

多くの時間を割くこ

とで、受検生やその

保護者に学校の特色

等を的確に伝えるこ

とが出来た。事前予

約では、スピード感

を持って学校ＨＰに

掲載したことによっ

て、周知徹底するこ

とができた。 

②今年度の SS科目で

使 用 し た 教 材 を

google サイト上に整

理した(生徒対象)。 

②文化祭において、

３年生 10班が研究発

表(ポスターセッシ

ョン)を行った。 

②地域貢献デーおい

て、科学部が小学生

を対象に科学教室を

開催した。 

②Scuola セミナー、

Scuola キャンプの実

施報告を随時 HP等に

掲載した。 

①学校説明会の説明

において、教員の説

明と生徒の説明のバ

ランスを考え、生徒

会への事前指導をし

っかりと行う必要が

ある。 

①学校見学会の開催

時期・回数を受検生

のニーズに合わせて

検討する必要があ

る。 

①地域の小中学校と

の交流において、引

き続き SSH の取組と

の連携を一層強める

工夫が必要である。 

②生徒が Google サイ

ト等を活用して自身

の研究活動を外部に

公開していく仕組み

を整備する必要があ

る。 

①学校運営協議会のとき
に授業参観を行ってもら
いたい。また、卒業式や
入学式の動画も一部で良
いので公開できないか。
①同窓会との相互理解・
協働を進める必要がある 

①学校説明会などを通じて、受
検生やその保護者に学校の特色
などを的確に伝えることが出来
た。学校 HP や e-kanagawa のシ
ステムを活用したことで、円滑
な事前予約と実施の周知徹底を
図ることが出来た。 
①学校運営協議会が年３回開催
されたが、初回は書面開催であ
った。第２回は定時制文化祭に
合わせての開催、第３回は年度
末の開催であったので、全日制
の活動を学校運営協議会委員の
方々に見ていただく機会を持つ
ことができなかった。 

①希望ケ丘高校の特色と魅力を
受検生やその保護者に伝えるた
めに、学校説明会の内容の充実
や HP の利活用を更に進めてい
くことが必要である。 
①次年度の第１回学校運営協議
会を開催する際、全日制の授業
観察の機会を設けたい。また、
入学式や卒業式など学校運営協
議会の委員の方々に参列をお願
いするために案内を送付するこ
とも考えられる。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①働き方改革に
向けて、コミュ
ニケーションツ
ールの活用など
業務の効率化を
図る。 
②社会から新た
に要求される
様々な教育ニー
ズに対応できる
教員指導力の向
上を目指す。 
② 生徒主体の
学校行事等をさ
らに発展させ、
課題発見・解決
能力の育成を図
る。 

①BYOD 環境の拡
充を行うととも
に、Teams 等の
活用を推進す
る。 
②各種の研修を
通じて、教職員
としての ICT 活
用スキルを高め
る。 
②学校行事の際
に、ICT 機器を
積極的に活用し
ていく。 
 

①アクセスポイン
トの設置を円滑に
行い、各教室の
Wi-Fi 環境を強固
にする。また、
Teams 等の活用を
推進し、校務に支
障が生じない環境
作りを行う。 
②様々な研修会を
通して、人権や教
育相談といった視
点から、これまで
の教育活動を見直
す。 
②文化祭や陸上競
技 大 会 等 で 、
Teams や Forms 等
を活用し、ペーパ
ーレス化や円滑な
連絡事項を図って
いく。 

①各教室に充実
したWi-Fi環境が
整っているか。
クラウドサービ
スの活用で校務
が円滑に進んで
いるか。 
② 研 修 を 通 じ
て、職員の共通
理解が深まった
か。 
②Teams や Forms
等を活用し、連
絡やアンケート
がスムーズに行
われたか。 

①学校説明会や入選

業務においても、

Teams を効果的に活

用することによりグ

ループ内の連携がと

れた。また、無駄な

紙を使うことなく校

務遂行できた。 

①ICT に関する研修

会を行い、多くの教

員が参加し、ICT の

積極的な理解を促す

時間となった。 

②BYOD 環境の整備を

行い、学校の全ての

場所において、通信

環境が整うことがで

きた。 

②ICT 機器の管理を

定期的に行い、職員

用の PCを一人１台割

り振ることができ

た。また、突発的に

職員が増えても対応

することができた。 

 

①ICT に関する研修

会を行い、多くの参

加者が集い、良い時

間となった。今後も

継続し、長期的な視

点での進化を図る。 

①Teams が普及し、

授業等での活用が進

んだが、データの保

存に関しての問題

や、PC の種類によっ

てうまく起動しない

等の問題も出てき

た。 

今後はそれらの問題

にどう対応していく

のか協議が必要。 

②教室のプロジェク

タ、スクリーン等の

物品が購入から年数

が経過し、老朽化し

ている物品が多数出

てきている現状であ

る。まとめての更新

が出来ない状況であ

るため、今後、更新

の為の予算等を協議

していく必要があ

る。 

①ICT に関する研修会に
多くの参加者があったこ
とは素晴らしい。今後も
継続し、より多くの教員
が ICT を効果的に活用で
きる学校であり続けても
らいたい。 
 
②授業で使用するプロジ
ェクタ、スクリーン等の
物品が、老朽化している
ようなので優先的に更新
されるよう調整してもら
いたい。 

①一人一台 PC が推進され、R6
年度より全学年がPCでTeamsを
活用できるようになる。その中
で BYOD 環境の更なる整備と更
新を行うことも今後の課題とな
る。 
 
②教室に常備してあるスクリー
ンについて、今年度の予算で何
枚か更新することが出来た。 

①教員の ICT 活用に関しての研
修は時間を掛けてじっくり進め
て行き、多くの教員が授業内で
使えるツールが増えるよう外部
人材を積極的に活用し、興味が
湧く研修会を開催できるように
していく。 
 
②来年度に向けて、プロジェク
ター・スクリーンの現状把握を
進め、優先順位を明確に出来る
ようにする。 

 


